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In recent years, shifting to the Compact City on provincial cities in Japan has been advocated because of some serious reasons such 

as an effective investment into social capital. However, it has not been clear what kind of issues still remain in terms of shifting to 

the Compact City moderately on these cities. The purpose of this study is to clarify the planning issues of nowadays in provincial 

cities through the literature review on city structures. Here we focused on papers of the Society of Civil Engineers and the Japan 

Society of Urban Planning, which were published in 1995-2012. As a result, it was found that there are some lacking viewpoints on 

shifting to the Compact City in provincial cities. 
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1.はじめに 

戦後から現在にかけ、人口増加、急激なモータリゼーションの進展等に

より、市街地面積は格段に拡大した。現在の地方都市が抱える問題の多く

は、その急速な社会環境の変化に対症療法的に対応せざるを得なかったこ

とが要因になっているとも考えられる。また、わが国の土地利用政策は、

高度経済成長に対応してゾーン規制等を採用してきた結果、市街地は秩序

を伴わない、歪な形で拡大し、現在では空洞化や地区別人口ピラミッドの

偏在といった問題を引き起こしている。 

 近年、環境負荷の低減、社会資本の効率的投資、都市の活性化などの観

点から集約型都市への転換が叫ばれているが、上述の都市構造の歪を内包

したまま進めるべきか否か、とりわけ現状のまま集約型都市への移行を図

る場合、どのような課題があるのかについて明確に示されているとはいえ

ない。そして、こうした状況の中で、人口減少を抱えた地方都市はまさに

都市計画に関する大きな方針転換が迫られている。 

そこで、本研究は、過去の人口増加から一転し、人口減少の推移を辿り

はじめた地方都市、なかでも人口減少の進度が速い中小都市の計画的対応

を念頭に、従来行われてきた研究内容等を文献調査により整理することに

より、今後の地方都市における計画課題の検討材料に資することを目的と

している。 

 

2.方法 

2-1.評価視点と評価項目 

都市構造に関わる研究論文や施策・事業等を整理するにあたって、まず

それらが広義の‘都市構造’の何に着目したものか、どのようなことを目

指したものか、つまり都市のどのような概念を主たる評価の視点としてい

るのかにより研究論文等を分類する。ここでは、‘都市構造’を捉える際

に重要と考えられる都市に関する6つの評価視点を挙げ、以下に示す。 

 

構造（Structure）：一つのものを作り上げている部分の物質や物体の組み合

わせ方 

機能（Function）：相互に関連し合って全体を構成する個々の部分が全体の

中で担っている固有の役割 

構成（Composition）：いくつかの要素を目的に従って一つの統一的なもの

に組み立てること 

形態（Form）：物質や物体を物理的に捉えたときの形、パターン 

規模（Size）：物事の構造・内容・仕組みなどの大きさ 

認識（Recognition）：物事の本質・意義などの理解 

 

具体的に、「構造」とは「都市を作り上げている要素（人、土地、建物、

交通施設など）の組み合わせ方」とし、ドーナツ化現象、スプロール現象

等はそれによる現象である。また、「機能」とは「各要素が都市の中で担

っている役割」とし、行政機能、商業機能、交通・通信機能、教育・文化・

娯楽機能、医療・福祉機能、居住機能などがそれに該当する。例えば、都

市機能が特化した都市として、商業都市、工業都市、学術・研究都市、観

光都市、保養都市、軍事都市、宗教都市等がある。「構成」とは「各要素

の目的に従って都市という統一的なものに組み立てること」とし、都市構

成を計画するものとして、都市計画区域マスタープラン、市町村の都市計

画マスタープランなどがある。「形態」とは「各要素の構成を物理的にと

らえたときの都市の形状」とし、地理・地形、建築物、敷地形状、街路の

パターンなどにより、平地・盆地都市、斜面都市、港町、城下町、円形都

市、帯状都市等がある。「規模」とは「各要素が構成されたときの機能の

集積や広がりの程度」とし、人口、DID、都市圏人口などはそれを表す指

標であり、大都市、中小都市等がある。そして、「認識」とは「都市とし

ての認知や都市に対するイメージ」とし、都市像、都市空間軸等がこれに

該当する。 

 以上をまとめると、「構成」のあり方によって幾つかの都市構造の型が

できる。また、「機能」の各要素の強弱は「構造」に影響する。「形態」は

「構造」が構成された形状を表わしたものといえ、その大きさが「規模」
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となる。さらに、こうした都市を感覚的に認識できると考える「認識」が

あるとしている。 

 次に、上記の評価視点のもとに、各研究論文等が主にどのような事項・

目的に関して扱われているかを評価項目として分類し、さらに、それぞれ

の評価は何に価値（主眼）を置いたものかにより、クロス表を用いて整理

する。評価項目としては、大きく「環境負荷」「地域特性」「インフラ整備・

運用」および「経済政策」に関わる各項目により分類する。これらの評価

項目は、各研究論文等の中で扱われる項目を逐次挙げていき、最終的にこ

の4 項目に収斂していったものである。「環境負荷」は、主にエコロジー

（低炭素社会・廃棄物処理など）、自然（緑地・山・海岸など）、災害（防

災・減災など）、エネルギー（コジェネレーションなど）を扱う研究論文

等が分類される。「地域特性」は、主に歴史・文化、地理・気象（中山間・

雪・風水など）、人口（少子高齢・過疎化など）、地域活力（中心部衰退な

ど）、景観、交流を扱う研究論文等が分類される。「インフラ整備・運用」

は、主に交通（道路・公共交通など）、ライフライン、施設立地・土地利

用、維持管理（保守・除雪など）、セキュリティ（防犯・テロ対策など）、

避難、情報基盤、法制度を扱う研究論文等が分類される。「経済政策」は、

主に財政・都市経営、便益（住民・事業者など）、地価、貧困問題（スラ

ムなど）を扱う研究論文等が分類される。 

 分類にあたっては、著者らの1名がまず文献の内容から該当する箇所を

指定し、その後著者らにより構成される研究会（後述）の場での協議を受

けて判定する手順をとった。このようなダブルチェック形式によって選定

者の主観による判定バイアスを極力避けている。 

 

2-2.対象文献と収集期間 

 対象としたのは、日本都市計画学会の「都市計画論文集」、「都市計画報

告集」、土木学会の「土木学会論文集」、「土木計画学研究・論文集」、日本

計画行政学会の「計画行政」、環境情報科学センターの「環境情報科学」、

「環境情報科学論文集」、大阪市都市問題研究会の「都市問題研究」、日本

都市学会の「日本都市学会年報」、都市計画協会の「新都市」に掲載され

る文献である。加えて施策・事業等の流れを把握するため、過年度の「国

土交通白書」等の資料も対象とした。ところで、本報告においては、内容

の信頼性を効率的に担保するため、広範囲のテーマが採用されていると予

想できる日本都市計画学会および土木学会の発行する査読審査を通過し

た論文集掲載論文に限定して整理することとした。本報告において対象と

した収集期間は、わが国の都市構造のパラダイムシフトと考えられる集約

型都市への転換が意識されはじめた概ね1995年から2012年とした。検討

した総論文数は211件であった。なお、本報告で対象としないその他の文

献の整理結果については、一般財団法人地域環境研究所が発行する報告書

1）にまとめられているので参照頂きたい。 

 

3.結果 

3-1.日本都市計画学会 

公益社団法人日本都市計画学会より刊行されている「都市計画論文集

（年次学術研究論文集）」、「都市計画学会一般論文」に掲載された研究論

文の整理を行った。調査対象論文は、都市構造の拡大・収縮について取り

扱った研究であり、かつ、研究対象地域が地方都市（東京都区部、大阪市、

名古屋市などの大都市を除く地方部の自治体）であるものを対象としてい

る。抽出した研究論文は134編である。 

 結果を表1に示す。「構造」に関わる論文は67編で、6つの評価視点の

中で該当数が最も多い。評価項目別にみると、「インフラ整備・運用」が

34 編であり、例えば、コンパクトシティなどの都市構造と自動車利用と

の関係から居住地の特性や交通環境負荷について論じたものが多い。また、

施設立地や土地利用や法制度に触れた研究も比較的多く、施設立地や土地

利用の変化が都市構造に及ぼす影響について評価したもの、市街化や郊外

部の開発、地域整備に対する法令や制度制定の効果を評価したものがある。

「環境負荷」に関するものも 17 編と多い。このうち、半数以上がエネル

ギーに関連するものであり、交通に関わるエネルギー消費と都市構造との

関係を評価したものとコージェネレーションにより地域で消費されるエ

ネルギーの削減を目指した研究などがある。その他、CO2などの交通環境

負荷削減のための都市構造について論じたものも散見される。「地域特性」

に関するものは 11 編あり、このうち半数が都市構造と人口変動との関係

を捉えようとしたものや、人口推計に基づき将来の都市構造を可視化する

手法を提案したものである。最後に、「経済政策」は5 編あり、税収や市

街地整備に関わる費用を算出し評価したものなどがある。 

「機能」に関わる論文は12編であり、評価項目別にみると「地域特性」

が6編、「インフラ整備」が5編、「環境負荷」が1編である。比較的多く

みられた「地域特性」では、居住者の生活を視点に評価しているもの、市

街地の歴史的変化について考察しているものなどがある。 

「構成」に関わる論文は24編である。評価項目別にみると、とくに「イ

ンフラ整備・運用」が17編と多い。「地域特性」が3編、「環境負荷」、「経

済政策」が各 2 編である。「インフラ整備・運用」については、法制度に

関するものが多く、例えば、土地利用コントロールの実態や都市計画区域

指定などの経緯やその効果について明らかにしたものなどがある。その他、

市町村合併に伴い生じた地域再編の課題等について論じたものがある。 

「形態」に関わる論文は16編あり、評価項目別にみると、「インフラ整

備・運用」が8編、「地域特性」が6編、「経済政策」、「環境負荷」が各1

編である。「インフラ整備・運用」については、都市モデルを構築し最適

な都市形態を示したものや都市形態の変容を考察したものなどがある。

「地域特性」については、海外の都市を事例したものが多く、近代の都市

形態の変化について考察されている。 

「規模」に関わる論文は7編あり、評価項目別にみると、「地域特性」 

 

表1 評価視点と評価項目の関係（日本都市計画学会） 
 構造 機能 構成 形態 規模 認識 

環境負荷 9,10,28,30,38,47,51,52,
54,59,61,65,67,74,76, 
77,87 

82 81 99,131 78  

地域特性 12,20,29,32,66,90,96, 
104,111,115,116 

8,19,48,
56,93,97 

17,124,126 15,31, 
110,121 

21,75, 
113,122, 
127,129 

26,79,94
,98,102 

インフラ

整備・運用 
1,4,5,14,16,24,25,35,36
,37,39,41,46,50,58,60, 
62,63,70,71,72,75,80, 
88,91,92,95,100,105, 
108,113,117,123,133, 
134 

6,22,34,
44,103, 
114 

7,11,18,33, 
42,43,57,68,
83,85,86, 
101,107, 
118,119, 
130,132 

40,45,49
,53,64, 
69,125, 
128 

23,55 13,27 

経済政策 3,84,89,109,112  106,120 2   

文献数 67 12 24 16 7 7 

※値は収集文献[1]の番号と対応 
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日本都市計画学会で134編、土木学会で18編と報告される件数にかなり

の差があることがわかる。 

 評価視点でみると、いずれの学会も「構造」における報告件数が多い。

しかし、その評価項目をみると、日本都市計画学会では「インフラ整備・

運用」における件数が多いのに対して、土木学会では「環境負荷」におけ

る件数が多いなどの違いがみられる。また「認識」の視点はいずれの学会

でも報告件数は少ない。 

 評価項目では、日本都市計画学会では「インフラ整備・運用」、「地域特

性」の項目が評価視点限らず多く散見されるのに対して、土木学会では「環

境負荷」の件数が多いなどの違いがみられる。また「経済政策」を扱うも

のはいずれの学会でも報告件数が少なく、特に「規模」と「認識」の評価

視点のものは１件も見られないといった傾向が把握できる。 

 

4.まとめ 

 本報告では、地方都市、なかでも人口減少の進度が速い中小都市の計画

的対応を念頭に、従来行われてきた研究内容を文献調査により整理するこ

とで、今後の地方中小都市における計画課題の検討材料を提供した。 

 集約型都市構造へのパラダイムシフト期における研究論文は、主に都市

を作り上げている要素の組み合わせ方である「構造」の視点で、交通やラ

イフライン、施設立地・土地利用などの「インフラ整備・運用」の項目に

着眼して進められたものが多かったといえる。加えて、エネルギー問題を

主に扱う環境負荷の研究論文も学会を問わず多く実施されてきている傾

向が明らかとなった。他方、都市像、都市空間軸を扱う「認識」に関する

視点や、都市経営、便益、貧困問題などを扱う「経済政策」の研究はあま

り実施されてきていないことも浮き彫りとなった。特に、今後は社会保障

費の増大など公的資金の投入に関する様々な問題が予想されるなかで、集

約に向かう戦略的収縮を達成する目指すべき都市像や経営的視点の導出

を支援する研究論文の重要性は大きいと考える。今後、このような計画課

題を解決する研究蓄積が進むことを期待したい。 
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